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本稿は，いわゆる「大東亜共栄圏」におい

て，日本が行なった物資供給の実態を検討す

ることによって，「共栄圏」経済の特質の一

面を明らかにしようとするものである。

日本が「大東亜共栄圏」を構築しようとし

た最大の目的は，アジア・太平洋戦争遂行の

ための，石油や各種鉱物，棉花，米などの資

源収奪であったことは常識であるが，そうし

た資源収奪のためには，開発資材や復旧資材，

さらには輸送機器等を現地に送り込まねばな

らない。また，日本軍が各地に侵攻，駐留し

て軍政を実施する場合，自活のための衣料や

食料を獲得するかが重要な課題となるととも

に，現地住民を日本の軍政に協力させるため

には，ある程度の生活必需品を提供しなけれ

ばならない。

これらの開発資材や消費財は，日本が当該

地域を支配する以前は，主として旧宗主国で

あった欧米諸国や日本から供給されていたも

のであり，日本の支配がそれにとってかわる

ためには，その供給に責任を持たねばならな

い。つまり，占領地においてこうした資材や

物資を現地で調達できなければ，日本本土，

あるいは他の植民地や占領地から供給する必

要に迫られる。したがって，「共栄圏」から

の資源収奪を保証するためには，日本からの

物資供給，とりわけ生産資材の供給が不可欠

となり，その計画と実態を検討することは，

「共栄圏」経済の矛盾を解明する手掛かりに

なろう。

こうした課題に直接関連し，踏まえておか

なければならない先行業績は以下のとおりで

ある。まず，大東亜共栄圏期の貿易構造の特

質とその矛盾を船腹＝海上輸送力の脆弱性に

よって論理化し，「大東亜共栄圏」史研究の

古典となった原朗の「�大東亜共栄圏�の経
済的実態」（１９７６年）がある。同論考では，

日本は，「共栄圏」のうち蘭印・マレー・フィ

リピンの海洋地域に対しては，最低限の生活

必需品を供給する余力すら欠落させて激しい

インフレを引き起こして現地住民の生活を困

窮させ，さらに海上輸送力の壊滅によって大

陸地域である仏印・タイ・ビルマが従来担っ

ていた南方地域向けの米穀供給を不可能に追

い込み，当該地域に飢餓状態を発生させたと

論じている。

貿易構造と金融構造を軸にして原が解明し

た「大東亜共栄圏」の経済的矛盾は，それ以

降の研究の出発点となるものであったが，同

論文では必ずしも計数的に示されていなかっ

た日本と南方経済圏との輸出入貿易の構造を

『日本貿易年表』を用いてその全体像を明ら

かにしたのが柴田善雅「南方共栄圏の貿易政

策」（『�南方共栄圏�』１９９５年，第５章）であ
る。この論考によって，日本の南方地域への

輸出品は，繊維製品・薬剤・機械（蘭印），
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繊維製品・開発資材（フィリピン），繊維製

品・開発資材（ビルマ），繊維製品（仏印・

タイ）であり，日本は主として繊維製品と開

発資材を供給したことが明らかになった。

またこのうち，マレーと蘭印を中心とする

南方圏の物資輸入と地域間の相互物資交流に

ついては，岩武照彦『南方軍政下の経済施策

―マライ・スマトラ・ジャワの記録』（１９８１

年）が概括した叙述を行なっている。

さらに最近の業績では，山本有造「大東亜

共栄圏交易論」（２００８年）が，１９３８年と４３年

について，南方のみならず「満州国」，関東

州，中国をも視野に入れながら，輸出入の相

互貿易マトリックス表を作成している。

本稿はこれらの先行業績に全面的に依拠し

ながら，いわゆる物動物資の供給計画と実際

を比較し，さらに機械製品など一部の生産財

については，その内訳を明らかにしながら資

源開発との関連を考えてみたい。

Ⅰ 日本による物資供給計画

アジア・太平洋戦争開始直後の１９４１年１２月

１２日，企画院第６委員会は「南方経済対策要

綱」を決定した。この要綱は，「大東亜共栄

圏」建設の基本目標を明示したものであり，

それまで日本が欧米に依存していた各種の

「重要資源」を充足し，「大東亜共栄圏自給

自足体制の確立」をうたっている。

またこの要綱では，日本を中心とした「共

栄圏」内部の個別の物資供給にまで踏み込ん

ではいないが，資源の獲得に重点を置く甲地

域（蘭印・英領マレー・ボルネオ・フィリピ

ン・ビルマ等）においては，「各地区不足資

源」を以下のように充足するとしている。

（イ）「生活必需品は成し得る限り自給を計

画す」，（ロ）「努めて南方相互の交流に依る」，

（ハ）「止むを得ざるものに限り帝国に依存

す」。そして（ハ）にいう「帝国に依存する」

という意味は，「帝国斡旋の下に日満支より

（１）

供給すること」と記されていた。

つまり，この「要綱」によれば，生活必需

品は最大限現地で自給し，日本に依存しない

のが基本方針であるから，日本の工業力によ

る製造や加工が不可欠な物資のみを輸入し，

それ以外の物資は現地で取得するしかない。

また工業設備を使って製造する物資について

は，「工業は特殊のもの（例へば造船，資源

開発設備の修理工場）を除き現地に培養せざ

るを本旨とす 但し輸送量の軽減に効果大に
（２）

して設備を現有するものは此の限にあらず」

として，生活必需品工業の養成は計画外にあっ

た。まさに現地住民の「民生に及ほささるを
（３）

得さる重圧は之を忍はしめ」ることが政策の

基本になっていたのである。

しかし南方経済，特に甲地域に対するこの

ような資源収奪一辺倒の方針は，１９４３年５月

の「南方甲地域経済対策要綱」によって修正

を迫られる。同「要綱」は，「南方甲地域の

経済対策の要は重要国防資源の急速取得を第

一義」としながらも，「現地自給の強化並に

現地民生の維持を図り」「民心把握上及び国

防資源の開発取得の為繊維工業其他生活必需

品工業の現地培養を図る等に依り民生の最低
（４）

限を維持するに努むる」と，当初の方針を完

全に転換した。

以上のような「共栄圏」経済構築にあたっ

ての輸出政策及び，工業培養政策の転換を踏

まえつつ，日本による共栄圏との貿易計画を

検討しよう。まず表１は，１９４１（昭和１６）年

度「満支輸出入計画」，１９４２年度「対南方一

般輸出計画」及び１９４３・４４年度の物動計画に

沿った「物動物資」の交易計画であり，４１年

度は満州と関東州及び中国，４２年度は南方圏

（輸出）のみ，４３・４４年度は朝鮮・台湾の植

民地圏を含む日本と，「満州」・関東州（以下

満・関と略），中国，甲地域，乙地域の４地域

への物動物資の輸出入計画である（原資料で

は数量表示もあるが，この表では物資相互の

比較がしやすいように金額表示とした，また
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表１ １９４１～４４年度貿易（交易）計画（物動物資） （１，０００円）

輸 出
１９４１ １９４２ １９４３ １９４４

満州・関東州 中 国 甲地域 乙地域 満州・関東州 中 国 甲地域 乙地域 計 満州・関東州 中 国 甲地域 乙地域 計

【穀物】

米 １５，６７５ １７，０６０ ２３５ １，４１０ １，６４５

（台湾から） １，４５７ ２３５ １，６９２

小麦粉 １０，８００ ３，０００ ７，８８２ ２，３８７ １０，２６９

麦芽 １，７６３ ８６７ ９３６ ３，５６６

【飲食物】

砂糖 １５，６５０ ２１，５２７ ２，６７０ ２，６７０

（台湾から） ８，７５０ ３１，９１９ ４０，６６９

塩（台湾から） １，３１２ １，３１２

【皮革製品】 １，００８ ３９８ １，４０６ ３，９０２ ８４５ ２８０ ５，０２７

【化学薬・製薬】

化学薬品 ５，５００ ６，０００ １１，６５２ １３，８４０ ４，９２１ ５，８０７ ３６，２２０ １１，３３７ １０，３７９ ３，０４３ ３，０００ ２７，７５９

（朝鮮から） ２，６２９ １，２３４ ３，８６３ ７３５ ５４５ １８０ １４６０

医薬品 ２，０２２ １，１７５ ２，５００ ８００ ６，４９７

【糸縷・布帛・同製品】

綿糸及び綿製品 ５１，３２０ ２５，９６０ ５７，３８２ ７，２３６ ３６，７８９ ２４，６１５ １２６，０２２

うち綿糸 ８６４ ４１０ １，２７４

うち綿織物 ３６，０３２ ３５，７４０ ２６，３１３ ２１，１００ ４７，４１３

うち綿タオル ２，４８５ １，２０６ ７１５ ２７５ ９９０

うち綿メリヤス製品 ５，７７０ ３８４ ４，７０４ １，１４４ ５，８４８

うち綿ブランケット １，０６３ １，０６６ ２，１２９

うちその他綿製品 ３，１３０ ６２０ ３，７５０

スフ及び同製品 ５，６３４ ２，６７５ ３０，４７０ ６０８ １，２７０ ３２，３４８

人絹及び同製品 ３４，５９９ ６１，２２４ ３０，０４５ ２２，６２８ ３８，５９６ ２，６１７ ５，９８４ ５，３６７ ５２，５６４

麻及び同製品 ２９１ ４，８７２ ２，６３２ １，９４５ ４，５７７

（朝鮮から） ６６５ ６６５

羊毛製品 ２４，３０７ １５，１５１ １４，５１４ ７，００３ ２１，５１７

【紙・パルプ】

紙類 ２７，０５０ １８，６１０ ６，０１５ ４，９５２ １７，６２６ １４，３１３ ２，５９５ １，０９０ ３５，６０４

（台湾から） ３００ ３，４４８ １，３９３ ５，１４１

製紙用パルプ（台湾から） ７，２５０ ７，２５０

人絹用パルプ ５４０ ５４０

【鉱物・同製品】

石炭 ４，８０１ １３，７３９ ５４０ ５４０

（朝鮮から） ７，５００ ７，５００

（台湾から） ２，７００ ２，７６０ ４６０ ５，９２０

コークス ８４０ ８４０

セメント ５，１９３ ３，６６５ １７５ ５８５ ７６０ ３８０ ３８０

（朝鮮から） １，０５０ １，０５０ ４００ ４００

（台湾から） ２００ ２００

【鉱・金属】

鉄（素材のみ） ６５，０１５ ５０，７９２ ４，３８０ １０，０７４ ７７，４２２ ５００ ４，２００ ９２，１９６ ９，０７０ ７２，２００ １５ ３３０ ８１，６１５

非鉄金属 ４，３２１ １，６４６ ５，９６７

【金属製品】

鉄製品（電線を含む） １０，５６０ ５，２１６ ２，８００ ２，１５０ ６，１２５ ２２，８０４ １，５２５ １，４００ ３１，８５４ ２，３２７ １，８９１ ７９５ ５，０１３

【機械類】

鉄道車両及び同部分品 ３５，３６６ ４６，７０７ ４９，０９４ ４９，０９４ ４２，８００ ４２，８００

自動車及び同部分品 １７，８９６ ９，９４０ １３，０６０ １，９８０ １，３００ １６，３４０ ８，８００ ６，７００ ２９５ １５，７９５

自転車及び同部分品 ６，３００ ７５０ ４，３１０ ４，０００ １，１６０ ２，６１５ １，９８０ ５，７５５ １０７ ６００ ８０ ７８７

農機具 ６，５００ １３ ６，９４６ ４３２ ７，３９８ １５，４００ １５１ １５，５５１

医療機器 ２，８００ ６０ ２，８６０ ２，０４０ ２８ ２，０６８

国産金属工作機械 ４，１８０ １，９２０ ６，１００

その他機械器具及び部分品 １５９，１００ ５６，８３０ ４，５００ ２２，２６０ １７３，５５５ ７１，１２０ ３，５００ ４，５００ ２５２，６７５ １３８，８４４ ２１，５３６ ２，２１５ ２，３５５ １６４，９５０

【雑品】

木材 １，２８６ ３１，５１２ ４，９６０ １３，００３ １７，９６３ ２，１３７ １４，３５１ １６，４８８

（朝鮮から） ３００ ３００

ゴム及び同製品 ４，７８６ ５，０１６ １６，０１８ ２１，１７８ １，２４０ ４，５０４ ４２，９４０ ５，７８９ ８，４８４ ５８８ ３１２ １５，１７３

計 ５７９，７２８ ４３７，６０８ １６０，９１１ １６７，１９５ ４９９，２７７ ３２９，４６４ ７０，６３０ ５９，６０２ ９５８，９７３ ２３１，５２８ １２８，３７４ ７，４３６ ６，３７２ ４０２，３９８

輸 入
１９４１ １９４３ １９４４

満州・関東州 中 国 満州・関東州 中 国 甲地域 乙地域 計 満州・関東州 中 国 甲地域 乙地域 計

【穀物】

米 １２８，６３７ １２８，６３７ ２６，７３０ ２６，７３０

大豆 １２６，４１９ １９２，４４８ １９２，４４８ １９２，５７３ １９２，５７３

（朝鮮から） １１，８６７ １１，８６７ ８，１３０

（台湾から） １０，６８０ １０，６８０ ９，４８５

玉蜀黍 ６，３９２ ６，４９４ １６，２００ ２２，６９４ ２５，２１２ ２５，２１２

（朝鮮から） ５４，７２６

高粱 ６，８００

麦皮（？） ３，３２０ ２，８１５ １１，３９３ １４，２０８

【飲食物】

食料塩 ８，８６８ ７，４８４ ９，０５２ １５，６０４ ２４，６５６ １２，３２９ ６１，０６５ ７３，３９４

（朝鮮から） ４０５ ７，２０８ ７，６１３

【油脂】

ヒマシ・ヒマシ油 ５８０ ８４２ ９，６５０ ４，７４０ １５，２３２

植物油脂 ２，９５６ ３７，３９７ ２４，１９２ ６４，５４５ ３，４１６ ４７，８６７ ９，８５６
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植物油脂原料 ２０，１４７ ８２，９１９ ２４，９１５ １２７，９８３ １８，０１５ ２３２，０９４ ９，９００ ２６０，００９

牛脂・豚脂 １２ １２

重油 ７，３６３

【皮革製品】

牛皮 ９０１ ８，８５６ １４，０３５ ７，７８０ ２１，８１５ ２，３３３ ９，６８５ １２，０１８

【薬剤】

トルオール ５８０ １２６ １２６

ブタノール（朝鮮から） ５８ ５８

ベンゾール ４，６０３ ２，３２９ ２，３２９ １７３ １７３

硫酸アンモニア １７，３８８

同（朝鮮から） ５，０７５ ５，０７５ ２，２６０

同（台湾から） ３，０４５ ３，０４５ ６，７８０

工業塩 １０，６１５ １１，２７４ １１，６７０ １４，４８２ ２５，５５２ ２１，０４８ ３９，４２５ ６０，４７３

（朝鮮から） ２１６ ７６７ ９８３

ソーダ灰 １，６１８ ８２６ ８２６

（朝鮮から） ９９０ ９９０ １，８４１

キニーネ・キナ皮 １２，３５４ １２，３５４

阿片 ３，０６５ ２，１９４ ５，２５９

タンニン材料 ４，６５４ ４，６５４

五倍子 １４，２１５ １４，２１５

松脂 ７２０ ７２０

【染料・塗料】

生漆 １，６２４ １，５６０ ３，１８４

【糸縷及び同材料】

紡績用綿花 １５０，３００ ５３１，０８２ ５３１，０８２ １，１８４，８９２ １，１８４，８９２

製綿用綿花 ２０，５３８ ５９，２２０ １０２，２８４ １０２，２８４

羊毛 ３，６１２ ２１，１５０ １，０２９ １，０２９

人絹用パルプ ２，２４０

亜麻・苧麻・大麻・黄麻・マニラ麻 １４，５７２ ３２，６７９ １４，８７４ ３，８８６ ４７，０４０ １，５６０ ６７，３６０ １５，５４４ １６，４６６ １６，０００ ２，９６４ ４９，１２４

【鉱物及び同製品】

石綿 ３，０８０ ８７２ ３００ ３００ １，７２０ １，７２０

雲母 ７ ３５９ ２４０ ２４０

燐鉱石 ３，４２０ ５，７６０ ３，３４９ ９，１０９

石炭 ３，２５０ １４２，００８ ２５，００６ １８２，５１０ ８，０９９ ２１５，６１５

コークス（朝鮮から） ３１１ ４６８ ４６８

ピッチコークス ５，５２８ ６５３ １，０３８ １，６９１ ２，０１６ ３６０ ４，５１５ ６，８９１

ピッチ ７，７５０ ４，２４０ ４，２４０

（朝鮮から） ３３５ ３３５

【鉱及び金属】

普通鋼鋼材・鋼塊・鋼管 １７，６５３ ５２，６６０ ４，８００ ４，８００

普通銑 ５６，５００ ９，０００ ８４，２２２ ４４，２２５ １２８，４４７ １２４，９４４ ２５２，８２０ ３７７，７６４

低燐銑 ３０，４００ ６５，０００ ６５，０００ ７５，３３０ ７５，３３０

屑鉄 ３２，０４０ １，９９８ ８，９００ ５２５ ９，４２５ ３，６８６ ３，６８６

鉄鉱石 ５，６６１ １１４，１８４ １，２８１ １１０，２２１ １，２０４ １１２，７０５

フェロアロイ ２，３３８ ２，３３８

マンガン ５５４ ４，３７０ ９，７８２ ７６８ １４，９２０

クローム ６００ ６００

タングステン １，２８６ ５，７２０ ５，７２０

モリブデン １，８２３ ８，０００ ８，０００

バナジウム ３，２７４ ３，２７４

ニッケル ３，２１０ ３，２１０

耐火煉瓦 ２，６００ １，９８０ １，９８０

銅 ２，７１２ ５，６００ １５，０４０ ２０，６４０

鉛・鉛鉱 ３，００４ １，５１３ ２，９７０ ５，１７５

亜鉛 １，１７８ １，６０２ ３，４８０ ５，０８２

錫 ７６，５００ ７６，５００ ８，０７５ ８，０７５

アンチモン ２２０ ６００ ８２０

アルミニウム ４，１４４ １０，９６５ １２，４０４ １２，４０４

ボーキサイト ２，５０８ １９，６５０ １９，６５０

礬土頁岩（アルミナ） ８，１２０ ８，１２０

蛍石 １，４６４ １，４３５ ２，３４８ １７，００２ １９，３５０

（塩化）マグネシウム １，０６５ １，８００ ８８７ ２，６８７ ５，８２５ ５，８２５

（朝鮮から） １，１２０

チタン原鉱 １０２ １０２

【雑品】

生ゴム １４３ １２６，５９４ ３５，３６０ １６１，９５４ １３，４００ １，３２９ １４，７２９

ラテックス ２０，７００ ２０，７００

セラック ２，４００ ２，４００

ダマルコパル ３０ ３０

一般用材（朝鮮から） １２，９６０

満州材 ７，９５０

合 計 ３９６，２９７ ５５１，５４４ ６０５，４２５ １，１９４，１０１ ４３０，９６２ ２１１，２３６ ２，４４１，７２４ ６１６，８４０ １，９４０，９５９ ６４，０７９ ４０，７０９ ２，６６２，５８７

出典：「昭和１６年度対満支輸出入計画表」アジア歴史資料センター：（A０３０２３６０６２００）「昭和１７年度対南方一般輸出計画表」（C０１０００３３２２００）「昭和１８年度交易計画」（A０３０２３６１０５００）「昭和１９年度交易計画」

（A０３０２３６０８０００）

（備考）

①１９４１（昭和１６）年度及び１９４３（昭和１８）年度の満州・関東州及び中国向けの綿製品の内訳は原表に記載なし。

②１９４１（昭和１６）年度及び１９４２（昭和１７年度）は、原表に物動物資と物動外物資に区分されていないので、４３・４４年度の物動物資に合わせてその金額を記した。

③１９４２年度の輸入欄は、原表が「輸出計画」であるので空白。

④１９４２年度の人絹及び同製品にはスフ及びスフ糸、スフ織物を含む。
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交易計画には「非物動物資」の交易も含まれ

るが，ここでは物動物資のみとした）。

ここで甲地域とは，「南方経済対策要綱」

の説明にあるように，日本が直接軍政を敷い

て戦争遂行上重要な資源の獲得に特に重点を

置いたフィリピン・マレー・蘭印・ビルマ・

北ボルネオをさし，乙地域とは，現地の政権

を承認したうえで，軍事的圧力によって経済

協定や通貨協定を強制し，外貨を用いずに食

料資源の確保を図る地域である仏印とタイを
（５）

さす。

企画院は，これらの貿易計画（１９４３年度か

らは交易計画）の数値目標を策定するにあたっ

て，各年度ごとに貿易（交易）の基本方針を

定めていた。まず４１年度の「昭和十六年度対
（６）

満支輸出入計画綱領」では，「本邦より供給

すべき物資の数量に付ては戦時経済力の弾力

性の保持を図るとともに第三国貿易の状態を

勘案し可及的多数の物資を供給すること」，

「満州及支那より供給を受くる物資の数量に

付ては日満支一体的見地に基き事情の許す限

り最大限を以てすること」と述べ，日満支ブ

ロック経済間の物資交流，とりわけ満州と中

国からの資源の確保を重視していることがう

かがえる。

さらに，戦局の悪化が決定的となった１９４３

年５月に調製された昭和１８年度「交易計画の
（７）

策定に関する件」，１９４４年５月調製の４４年度
（８）

「交易計画策定に関する件」は，それぞれ以

下のような留意点を挙げている。

まず日本からの輸出物資の品目及び数量に

ついて，４３年度では，「戦力増強を目途とす

る開発資材及本邦の輸入物資の生産竝集荷に

不可欠の物資に重点を置き爾余の物資に在り

ては各地域夫々の環境に応じ自給自活の趣旨

の下に民生其の他の事情を考慮し必要止むを

得ざる限度に付本邦内需給の実情を勘案の上

之を策定すること」とあり，翌４４年度では

「戦力増強を目途とする開発物資竝に本邦へ

の輸入物資の生産及び蒐荷に不可欠なる見返

り等の重点を置き爾余の物資に付ては各地域

共極力現地自活を図るを旨とするも現地経済

の培養及民生の安定上必要なる物資に付ては

極力輸出に務むるものとす」と記している。

すなわち，日本からの輸出は共栄圏からの
（９）

資源確保に不可欠な「開発資材」「開発物資」

と「見返り物資」に限定し，その他の物資に

ついては，軍の現地自活に必要なものだけを

輸出するという方針が示される。

さらに，４４年度になると，輸出品の重点目

標として「現地経済の培養と民生の安定」が

加えられている。その背景は，資源と軍の現

地自活を目的とする食糧等生活必需品の収奪

が現地住民の反感を買い，日本や他の共栄圏

地域からの供給を不可欠にした事態があると

推測できる。

したがって，ここで示された方針は，先に

示した４１年１２月の「南方経済対策要綱」，及

び４３年５月の「南方甲地域経済対策要綱」に

沿ったものであることが確認できる。

このような基本方針を念頭におきながら，

表１によって当該期の貿易（交易）の特徴を

検討してみよう。同表は，４３・４４年度の両年

度については，原表の物動物資を実際の輸出

入統計である『日本外国貿易年表』と比較し
（１０）

やすいように，『年表』の品別表に従ってま

とめてある。また４１・４２年度の輸出品につい

ては，原表に物動物資と物動外物資の区別が

ないので，４３・４４年度の物動物資に対応する

物資のみを表に掲げた。

まず１９４１年度は，いわゆる「満・関」と中

国に貿易地域が限定されるが，輸出では，綿

糸及び綿製品，人絹・スフ製品などの繊維製

品，紙類，石炭，セメント，鉄（素材のみ），

鉄製品，機械類が主な品目である。

綿製品を中心とする繊維製品のうち，綿製

品は，日本の産業革命期以降，満州と中国へ

の重要な輸出品であったことを考えれば，当

該期に輸出品の主役になっているのは当然で

あるし，人絹やスフもこの時期には日本しか

「大東亜共栄圏」期の日本の物資供給
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輸出する国はないので，これらの物資供給は

自明である。鉄（素材）と鉄製品及び機械類

は，満・関と中国を比較すると，どちらかと

いえば満・関に対して多く輸出されている。

４２年度は南方の甲・乙地域のみの輸出計画

であり（開発物資を除く），綿織物と人絹・

スフという繊維製品，そして化学薬品，機械

類と紙製品が主な輸出品である。穀物や飲食

物の輸出は計画されていない。

４３・４４年度になると，満・関と中国に南方

の甲・乙地域が加わる。これらの地域に対す

る輸出は，先述の「交易計画策定に関する件」

にもあるように，資源獲得のための「開発資

材」や現地軍の自給自活に必要な物資，現地

の民生経済安定のための物資であるが，具体

的にはどのような物資が交易計画に上ってい

るのか，表１を手掛かりに見てみよう。

第１に，ただちに気がつくのは，４１～４３年

度と４４年度を比較すると，４４年度は各商品の

空白欄が多く，戦局の不利化による計画の厳

しさを物語っている。

第２に，４３年度の交易計画の物動物資は，

穀物に始まり金属・機械類まで『年表』の品

別表の分類項目にあるほとんどの商品が含ま

れ，特定の種類の物資が輸出されているわけ

ではないことがわかる。

商品別にみると，化学薬品，医薬品，綿糸

及び綿製品，人絹及び同製品，紙類，石炭，

鉄，鉄製品，機械器具及び部分品はすべての

地域への輸出が計画されている。また金額的

に大きいのが「機械器具及び部分品」と綿糸

及び綿製品で，全体を見渡してもこの２品目

が突出している。また化学薬品と鉄・機械類

は４４年度になっても輸出が計画されて，当該

年度のいわば重点輸出物資となっている。そ

のうち鉄は中国に，機械及び部分品は満・関

への輸出が多い。

第３に，４３年度の輸出を地域別にみると，

甲地域（フィリピン・マレー・スマトラ・北

ボルネオ・ビルマ・蘭印・香港）と乙地域

（仏印・タイ）には，少なからぬ綿糸及び綿

製品の輸出が計画され，その金額は中国を上

回っていることがわかる。満州及び関東州向

けの綿製品は，いったん大連に陸揚げされた

後，華北に輸出されるものが多くあると推測

されるが，詳細は不明である。綿製品のうち

綿織物に代わって，人絹やスフ製品の輸出が

伸びてくるのも従来から指摘されているとお
（１１）

りである。

繊維製品が全地域に広く輸出を計画されて

いるのに対して，機械類は満・関と中国向け

が突出している。すなわち，鉄道車両は「満

州」（満鉄向けか）のみ，農機具，医療機器，

国産金属工作機械は満州と中国のみである。

またその他の機械器具も，圧倒的に満・関と

中国向けである。これに対して，甲・乙地域

には自転車及び部品と自動車及び部品の輸出

が計画されているに過ぎない。すなわち，戦

時経済構築のための工業化や経済開発は満州

と中国に対して重点化されているとみるべき

である。

またこれらの４地域に対しては，日本本土

からだけではなく，朝鮮から満・関や中国向

けに化学薬品や石炭，セメントが，台湾から

中国や甲・乙地域向けに米，砂糖，紙，石炭

等が輸出されることになっており，朝鮮や台

湾が共栄圏内部で食糧品や原料資材の補給地

としての役割を担っていることを物語ってい

る。

次に，４４年度の交易計画に目を転じると，

もはや計画とは言えないほどの小規模なもの

である。前年度でかなりの額が計上されてい

た綿製品をはじめとする繊維製品は全く姿を

消し，化学薬品と自転車の部品，及びその他

の機械類がかろうじで載っているだけである。

この空白の多さをみると，開発資材の供給は

おろか，繊維製品等の生活必需品の輸出もま

まならず，現地経済の安定どころではないこ

とがうかがえる。

こうした物動計画に対して，現地軍の「対
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日期待物資」として以下の品目があげられて

いる。一例を紹介すると，フィリピン軍から

４２年８月分として，綿織物・絹織物・人絹・

スフ織物，メリヤス製品，綿毛布，タオル，

布帛製品等の繊維製品，紙類，陶磁器，ゴム

タイヤ，ゴム製品，自転車及び同部品，機械

及び同部品金筬�織機の付属品，鉄製品，缶
（１２）

詰，麦酒，煙草，化学薬品が，同年１１月の機

械類では，電動機，積算電力計，水量計，手

押しポンプ，台秤，チェーンブロック，旋盤，

ボール盤，石油エンジン，電気器具が記載さ
（１３） （１４）

れている。さらに１２月の鉄製品では，線材

製品，（針金や釘・縫い針・ネジ），亜鉛鉄板，

琺瑯鉄器，ショベル，棉花梱包用帯鋼をはじ

め，水道用鋼管，鋸，金槌，工具類に至るま

で，ありとあらゆる物品が載っている。まさ

に現地軍の自活用品は現地で生産されずに日

本からの搬送に期待されているのである。

次に輸入方針はどうか。本稿の主題は日本

からの「輸出」であるが，「輸入」もみてお

こう。４１年度の対満・関・中国輸出については，

既述したように「日満支ブロック経済」の構

築強化を促す内容であったが，４３・４４年度の

戦局悪化時にも以下のように同様の方針が示

される。

「各地域とも対日輸出物資〔表１では下段

の輸入物資にあたる〕の生産竝集荷の確保に

付ては格段の努力を払ふものとし特に支那に

関しては関係庁に於て有効活発なる措置を推

進し新対支策の趣旨に基き支那側の協力を積

極化すると共に在支陸海軍の各地域の現況に

即応する強力なる支援を求むること」（４３年

度「策定に関する件」），「特に支那側に関し

ては対支新政策の趣旨に基き支那側の協力を

一段と積極化すること」（４４年度「策定に関

する件」）。

つまり，「大東亜共栄圏」からの資源獲得

が建前としては叫ばれながらも，船舶輸送力

の激減は南方地域よりも中国と満州の役割を

大きくクローズアップさせたのである。

この点に留意しながら，再度表１に戻って

日本の共栄圏からの輸入の特徴を検討しよう。

まず商品別では，何といっても重要な資源は

紡績用棉花と鉄鋼であり，前者は中国からの

獲得に最大の期待がかけられている。そのこ

とは，１９４４年度になって交易がほとんど途絶

しても，なお１１億８０００万円もの輸入が図られ

ていることからもその期待の大きさがうかが

える。ちなみにこの金額は同年度の輸入額の

４５％にも相当する。まさに戦局が不利になっ

ていく際の物動物資の重点は中国からの棉花

輸入であった。

銑鉄や鋼材，屑鉄などの鉄鋼資材・資源は

圧倒的に満州に依存している。大東亜共栄圏

期の満州の鉄鋼業の役割の大きさが看取され

よう。しかし１９４４年度になると，鋼材の輸入

は激減し，銑鉄輸入に特化していくことにな

る。

アジア・太平洋戦争の開戦を目前に控えた

１９４１年１１月２０日に「大本営政府連絡会議」で

決定された「南方占領地行政実施要領」では，

「特殊重要資源」として，石油・ゴム・錫・タ

ングステン・キナを挙げて対敵流出を防止す
（１５）

るとし，同年１２月１２日決定の「南方経済対策

要綱」では，最大限の資源開発品目として，

ニッケル，ボーキサイト，クロム，マンガン，
（１６）

雲母，燐鉱石を挙げている。

また現地の軍政当局は，例えばマレーでは

ボーキサイト，マンガン，鉄鋼，錫，ゴム，

タンニン材料を重要物資あるいは主要資源に
（１７）

指定し，ビルマでは，鉛鉱，航空潤滑油，棉

花を重要物資とし，その他にタングステン，

銅，ニッケルが「取得に努むるべき」資源と
（１８）

されていた。これらの「重要資源」は，当然

にも甲・乙地域からの輸入が多いが（鉄鉱石

は中国に依存），４４年度になるとほとんど期

待が持てなくなる。

以上，表１によって，日本と共栄圏との輸

出入計画を物動物資の面から検討したが，次

に，表２－１と２－２を用いて，満州，中国

「大東亜共栄圏」期の日本の物資供給
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表
２
�
１

満
州
・
中
国
・
南
方
の
輸
入
量
（
推
定
）

（
１
，０
００
ト
ン
）

満
州

中
国

南
方

輸
入
必
要
量

輸
出
国
・
数
量

輸
入
必
要
量

輸
出
国
・
数
量

輸
入
必
要
量

輸
出
国
・
数
量

輸
入
地
域
・
数
量

【
穀
物
】

米
８０

仏
印
８０

１
，０
００

仏
印
２０
０
タ
イ
６０
０
ビ
ル
マ
２０
０

小
麦

７９
１
豪
７９
１

大
豆

１２
０
満
州
１２
０

雑
穀

２０
０
満
州
２０
０

【
食
品
・
煙
草
】

砂
糖

２５
０
日
本
２０
０
蘭
印
５０

２５
０
日
本
５０

蘭
印
２０
０

缶
詰
類

２７
日
本
２７

１８
日
本
１８

６３
日
本
６３

南
方
各
地
６３

練
乳

２
日
本
２

１
日
本
１

８
日
本
８

共
栄
圏
内
で
自
給

水
産
物

６３
日
本
６３

３８
日
本
３８

１３
日
本
１３

葉
煙
草

４５
日
本
１０

中
国
５
蘭
印
及
び
フ
ィ
リ
ピ
ン
３０

２
蘭
印
及
び
フ
ィ
リ
ピ
ン
２

１５
日
本
１５

【
皮
革
製
品
】

牛
皮

３
【
油
脂
】

コ
プ
ラ

２５
０
蘭
印
２５
０

２０
０
フ
ィ
リ
ピ
ン
１５
０
マ
レ
ー
３０

蘭
印
２０

パ
ー
ム
油

５０
蘭
印
５０

５０
蘭
印
５０

食
用
油

２０
満
州
２０

石
鹸

１２
日
本
１２

７
日
本
７

１３
日
本
１３

【
薬
品
類
】

化
学
薬
品

３２
日
本
３２

４０
日
本
４０

４５
日
本
４５

タ
ン
ニ
ン
材

２
ボ
ル
ネ
オ
２

肥
料

１ ０
日
本
１０

４５
日
本
３０

満
州
１５

１２
５
日
本
１０
５
満
州
２０

【
布
帛
・
衣
類
】

綿
織
物（
含
ス
フ
）

３２
日
本
ま
た
は
中
国
３２

４
日
本
４

１９
７
日
本
ま
た
は
中
国
１９
７
南
方
各
地
１９
７（
綿
糸
・
綿
製
品
を
含
む
）

人
絹
織
物

１０
日
本
１０

南
方
各
地
１０

黄
麻

７０
印
度
７０

３０
印
度
３０

１３
０
印
度
１３
０

仏
印
１０

タ
イ
３０

フ
ィ
リ
ピ
ン
５
マ
レ
ー
５
蘭
印
３０

ビ
ル
マ
５０

【
紙
製
品
】

紙
類

５０
日
本
５０

１２
０
日
本
１２
０

１４
３
日
本
１４
３

【
鉱
物
】

石
炭

５
，７
２０

中
国
５
，１
２０

仏
印
６０
０

８０
０
仏
印
８０
０

１
，７
８０

中
国
１
，７
８０

蘭
印
５０
０
マ
レ
ー
８８
０
ビ
ル
マ
４０
０

鉄
鉱
石

２
，１
００

満
州
２
，１
００

セ
メ
ン
ト

２５
０
日
本
２５
０

２５
０
日
本
２５
０

マ
レ
ー
１７
０
蘭
印
６０

マ
ン
ガ
ン
鉱

２８
０
印
度
２８
０

３４
０
印
度
３４
０

黒
鉛

５
印
度
５

１０
蘭
印
１０
（
セ
イ
ロ
ン
よ
り
）

蛍
石

１５
０

仏
印
１０

タ
イ
３０

フ
ィ
リ
ピ
ン
５
マ
レ
ー
５
蘭
印
５０

ビ
ル
マ
５０

【
金
属
】

鋼
材

２０
０
日
本
２０
０

２０
０
日
本
１５
０
満
州
５０

１
，１
５０

日
本
１
，１
５０

仏
印
１０
０
タ
イ
１０
０
フ
ィ
リ
ピ
ン
１５
０
マ
レ
ー
３０
０
蘭
印
４０
０
ビ
ル
マ
１０
０

屑
鉄

１８
０
マ
レ
ー
１８
０

４４
０
フ
ィ
リ
ピ
ン
２０
０
マ
レ
ー
１１
０
蘭
印
１３
０

【
陶
磁
器
】

３６
日
本
３６

【
金
属
製
品
】

鉄
製
品

２０
日
本
２０

５
日
本
５

６０
日
本
６０

【
機
械
類
】

機
械

２０
０
日
本
２０
０

２０
０
日
本
２０
０

２５
０
日
本
２５
０

自
転
車
・
同
部
品

１０
日
本
１０

【
雑
品
】

生
ゴ
ム

３０
蘭
印
３０

ゴ
ム
製
品

１５
日
本
１５

木
材

１６
５
日
本
４０

北
ボ
ル
ネ
オ
５０

タ
イ
７５

６３
８
日
本
５０
０
北
ボ
ル
ネ
オ
１２
０
タ
イ
１８

２１
日
本
２１

そ
の
他

２０
０

４０
０

計
７
，８
５５

８
，１
４４

５
，０
３８

出
典
：
「
東
亜
共
栄
圏
物
資
交
流
高
」（
B０
８０
６０
３５
６６
００
）

北 星 論 集（経） 第５０巻 第１号（通巻第５８号）
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及び南方の輸入物資とその輸出国を調べるこ

とによって，共栄圏内の多面的，立体的な物

資交流のありかたをみよう。つまり，この表

は日本からの物動物資の供給が，満州・中国，

南方地域の輸入にとってどのような意味をもっ

ているかを示している。

まず表２�１は，日本の戦局が不利に傾き
始めた１９４２年１２月に調製されている。第１に，

満州で必要な輸入品のうち，砂糖，缶詰類等

の食品，石鹸，化学薬品，肥料，綿織物，紙

類，鋼材，鉄製品，機械製品等は日本から輸

入されることになっていた。このような工業

製品が日本から輸出されることは先の表１で

もすでに明らかになっているが，それ以外に，

コプラやパーム油（石鹸・グリセリンの原料）

が蘭印から，米と石炭が仏印から，屑鉄がマ

レーから，木材が北ボルネオやタイからそれ

ぞれ輸出されていることが注目される。

第２に，中国には，満州と同様に食品や綿

織物，紙類，鋼材，機械類等の工業製品が日

本から輸入されてはいるが，米が仏印やタイ，

ビルマから，砂糖やコプラ，パーム油が蘭印

から，石炭が仏印からというように，地理的

に南方と近いだけにこれらの地域と交易が展

開されている。もちろん，満州から中国への

輸入にも，大豆，雑穀，鉄鉱石，鋼材等同地

域の特産物も挙げられており，戦前期からの

分業体制がそのまま維持されていることも見

逃せない。

第３に，これらの３地域のうち，「南方」

については，その受入先を最右欄に示してあ

る。もちろん大部分が日本からの輸出である

ことはいうまでもないが，満州からは肥料が，

中国からは綿織物と石炭が輸出されている。

また日本からの鋼材は甲・乙地域の広い範囲

に輸出されている。

第４に，日本の支配下に入らないインドか

ら黄麻，オーストラリアから小麦の輸入が計

画されていることがわかる。

これらの点を踏まえると，満州や中国，そ

して甲・乙地域に対しては，日本以外に満州

と中国との交易，満州及び中国と蘭印，仏印，

特に中国と蘭印の交易が目立ち，文字通り多

角的な交易が期待されていたことを物語るも

のであろう。

表２�２は，南方地域の相互の物資受入れ
の状態である。仏印，タイ，蘭印が多様な物

資を提供しているのが看取できる。仏印は石

炭を，タイは木材や魚類・肉を，そして蘭印

は砂糖を各地に搬出している。またビルマは

表２�２ 南方地域相互交易高 （１，０００トン）

輸 入 地 域

仏印 タイ フィリピン マレー 蘭印 ビルマ 北ボルネオ

輸

出

地

域

仏印 石炭８０

石炭１２０

肉類２８

魚類１８

石炭２００

セメント１００

魚類１９

石炭１００

セメント１０

タイ

木材１１

肉類１３

魚類２２

木材１２

魚類２２
食塩４０

フィリピン

マレー 蔬菜２ 蔬菜１２ 魚類３

蘭印 砂糖５ 砂糖３０ セメント３０

鉱油１２００

木材１１５

魚類６

砂糖１５４

砂糖１０ 砂糖５

ビルマ 鉱油２００ 鉱油２００ 鉱油３００
鉱油２００

米７００

米３００

蔬菜１１７

出典：表２�１と同じ。

「大東亜共栄圏」期の日本の物資供給
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米以外に鉱油を提供していることも注目される。

Ⅱ 『貿易年表』による輸出品の検討

先の表１及び表２�１・２は，物動計画に
沿った貿易計画（交易計画）あるいは企画院

による物動物資のみの計画＝予定額であった。

そこで，実際の輸出額を『貿易年表』によっ

て作成した表３で確認しよう。この場合，表

１及び表２には個別の物動物資の輸出額が記

載されているが，表３は物動物資に限らずそ

れらを含む類別の輸出額によって共栄圏全体

への輸出の様相を示している。また，『貿易

年表』に示される金額は，輸出業者による申

告書によるものであって，途中で輸送船が沈

没して現地に届いていないことも十分に考え

られるが，とりあえず船積みした段階での金

額で満足するしかない。

第１に，金額的には満州，関東州，中国が

圧倒的で，それ以外の地域はけた違いに少な

い。また当然の結果とはいえ，１９４５年は海上

輸送力の激減によって甲・乙地域への輸出は

ほとんど壊滅的な打撃を受けている。

満州と関東州，そして中国に対しては，１９４４・

４５年に至っても「穀物」「飲食物」「布帛及び

同製品」（綿織物が中心）と「船車機械類」

の輸出が継続され，特に中国へは４５年になっ

ても飲食物や薬品，紙製品の輸出が行なわれ

ていたことは注目に値する。

さらに，圧倒的な輸出金額を維持する満州，

関東州，中国の３地域を細かく見ると，ほと

んどの商品類はこれらの３地域に均等に輸出

されているが，「薬剤・製薬」，「鉱及び金属・

金属製品」（４４・４５年度は金属及び同製品）

は，満州や関東州よりも中国の比重が高く，

「布帛及び同製品」，「衣類及び同附属品」の

中国への輸出は，満州や関東州と比較すると

時代が下るにつれて落ち込みが激しく，全体

的に金額が圧倒的に少ないことがわかる。

第２に，南方の甲・乙地域では，薬剤，布

帛及び同製品，紙パルプ，機械類が多い。地

域別には，甲地域では蘭印，そして仏印とタ

イ（乙地域）が抜きんでた輸出先である。こ

の両地域には，飲食物・煙草（食糧・嗜好飲

料）や機械類・車両・船舶が１９４４年まで継続

して輸出されている。機械類の輸出は，他の

商品に比較して単価が大きいことからこのよ

うな金額になるのであろう。

次に，このような輸出品の全体の傾向と地

域別の特徴を念頭に置きながら，表１で満・

関のみならず，南方の甲・乙地域についても

輸出計画額がわかる１９４３年と４４年について，

個別商品の輸出額を示したのが表４である。

ただし，表１の交易計画に上った物動物資す

べてがそのまま貿易年表の個別商品に対応し

ているわけではないので，商品名が一致して

いる品目についてのみその動向をみた。

第１に，米と小麦粉に代表される食料輸出

については，米は４３年に満州と関東州に輸出

されているが，４４年には途絶えている。これ

に対して小麦粉は，満・関及び中国とも輸出

がみられる。砂糖輸出は満・関のみで，中国

にはない。ただしこの２品については，表２

�１でみたように，小麦はオーストラリアか
ら中国に，砂糖は蘭印から中国と満・関に輸

入が行なわれている可能性がある。

繊維製品の輸出はどうか。まず綿織物につ

いては，１９４４年まで各地域に輸出が継続され

ていたが，４３年と比較すると４４年の落ち込み

は激しく，とりわけ中国と乙地域の激減が目

を引く。しかしそれでも４３年までは中国に限

らず，南方地域とりわけ仏印とタイ（乙地域）

にかなりの綿織物輸出が行なわれていた。ま

た綿織物輸出は，印綿や中国綿花の輸入が困

難になるにつれて，人絹やスフ製品の輸出が

増大していくが，この傾向は同表を見ても明

らかである。またここでも４３年と比較した４４

年の人絹・スフ織物（４４年は人造繊維織物）

の輸出額の落ち込みは，中国と乙地域，特に

前者で激しく，しかも隣接する満・関への輸

北 星 論 集（経） 第５０巻 第１号（通巻第５８号）
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表
３
１９
４２
～
４５
年
の
日
本
の
輸
出
貿
易

（
１
，０
００
円
）

満
州

関
東
州

中
国

甲
地
域

乙
地
域

計
香
港

ビ
ル
マ

英
領
マ
レ
ー

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

フ
ィ
リ
ピ
ン

英
領
ボ
ル
ネ
オ

蘭
印

仏
印

タ
イ

穀
物
・
動
植
物
産
品
・
皮
毛
骨
角
類

１９
４２

８
，６
１５

６
，４
６０

３
，９
２８

９２
２

８０
８

１２
８

２
，６
３７

１９
，４
３２

１９
４３

８
，８
６７

７
，１
０２

８
，２
１６

３５
１

７５
３７
７

７０
９

３８
２５
，５
０４

１９
４４

２０
，８
７３

１１
，８
３２

４３
，０
１７

１６
２

０
５１

２３
３

５４
８７

２７
０

２８
７６
，４
８１

１９
４５

１３
，１
５８

２
，６
１６

１９
，９
６５

２
０

２５
１５
３

４
３５
，９
２７

飲
食
物
及
び
煙
草

（
食
糧
・
嗜
好
飲
料
・
煙
草
）

１９
４２

４０
，５
４２

３７
，３
２１

４９
，３
６４

７９
５

２
，４
６７

５５
１

１９
９

４
，９
２３

４
，０
０５

１４
３
，０
４０

１９
４３

３５
，５
６７

２３
，７
１６

４９
，８
２２

１３
９

２
，３
９３

１８
１

３
，８
０４

１１
５

３
，９
３０

３
，８
４２

４
，４
４９

１３
３
，７
８５

１９
４４

３６
，１
６６

３０
，１
７３

４２
，９
３３

０
０

７１
１
，６
５０

２
，０
９２

１
，０
９５

４７
５

１１
４
，７
５０

１９
４５

１５
，８
６１

６
，２
４８

５１
，０
６７

０
７５

７１
６

７３
，９
７２

油
脂
蝋
及
び
同
製
品

１９
４２

７
，９
５７

１３
，１
７２

１２
，０
５７

１
９

１２
５

１１
５

９９
７

２
，０
３０

５５
，４
６０

１９
４３

５
，０
００

１２
，７
０８

８
，９
５０

０
３１

９９
６７

０
３８
２

７４
１

６５
２

３１
，２
３３

１９
４４

２
，６
９８

９
，５
５８

５
，７
２７

０
２６

２
８

９１
１５
２

３８
２

１８
，６
５０

１９
４５

１
，２
１１

１
，２
５６

３５
３

０
０

０
２
，８
８２

薬
剤
・
化
学
薬
・
製
薬
そ
の
他
調
合
品
及
び
爆
発
薬

（
薬
品
類
・
化
粧
品
類
及
び
爆
発
物
）

１９
４２

３８
，０
５０

１６
，２
７９

５３
，３
７０

２７
９

２９
３

４４
７

５９
１５
６

１
，６
００

３
，４
８４

２
，８
２４

１１
７
，８
４０

１９
４３

３６
，２
９２

１５
，３
００

５３
，６
５３

６６
２

１
，１
５５

１
，９
２９

１４
９

２
，７
０６

４３
７

６
，４
５３

３
，６
２２

５
，９
５６

１２
８
，８
９３

１９
４４

２８
，０
７６

１２
，２
９３

６２
，３
６７

６３
９

１５
５

５１
０

１
，２
３４

２
，６
９９

２０
６

２
，５
９９

１
，３
０３

７６
６

１１
３
，１
０１

１９
４５

４
，９
２２

２
，０
６３

３８
，３
３１

６４
２０

２３
４

４５
１０

４５
，７
１０

染
料
顔
料
塗
料
及
び
顛
充
料

（
色
素
及
び
塗
料
類
）

１９
４２

９
，９
１７

３
，２
７５

１４
，１
６３

１５
１４

５
１６

１１
１０
９

２
，５
８２

６８
６

３０
，８
０１

１９
４３

９
，０
７６

３
，４
５９

１３
，８
５０

６８
５９

１１
５

４４
９３

２４
６５
７

１
，９
８０

８８
２

３０
，３
５９

１９
４４

６
，９
４７

１
，８
７９

１１
，２
０３

０
４８
６

１２
５

２３
６

１６
８

８７
９６
１

２７
３

１５
０

２２
，５
４９

１９
４５

８６
３

１１
０

１
，２
１１

２３
２
，２
４１

糸
縷
縄
索
及
び
同
材
料

（
繊
維
及
び
同
製
品
）

１９
４２

１５
，６
３３

１０
，０
５７

３５
，８
２１

２６
１７

１１
５４

２５
，２
０５

２
，６
１２

９１
，２
２２

１９
４３

１５
，２
３６

１４
，０
４０

２１
，６
２０

１０
３

３０
２

２０
５

２
３７
５

１２
，８
７３

１
，３
０２

７２
，６
３９

１９
４４

４
，３
７１

４
，９
６２

２９
，０
６８

３５
０

２３
６

６０
１６
６

１２
６１
２

４
，２
０１

１７
４４
，０
６３

１９
４５

７９
７

１
，０
７１

１
，２
６９

１
３
，１
４０

布
帛
及
び
同
製
品

１９
４２

６１
，９
５９

９１
，７
２３

２６
，０
２９

９７
８

３１
０

４９
０

１６
３

８
，１
８０

７０
，９
７８

３４
，４
７７

２９
５
，９
８１

１９
４３

７４
，２
７５

７４
，５
９７

３２
，９
５０

４
３
，８
４１

３
，７
２２

１７
５

７
，４
６４

５９
３

１９
，１
２８

４３
，６
５５

４２
，６
０５

３０
７
，１
７４

１９
４４

６０
，９
１３

６２
，１
７５

１３
，５
０２

９０
５
，１
８９

２
，５
１６

３９
４

５
，４
７０

６３
５

６
，１
６２

５
，６
３９

４
，３
８３

１６
７
，０
８２

１９
４５

２０
，１
６８

１３
，１
４７

１
，８
３９

７
１４

１
，０
７８

９４
５

３７
，２
０５

衣
類
及
び
同
附
属
品

（
被
服
類
及
び
装
身
用
品
）

１９
４２

４９
，４
５６

２１
，４
１３

５
，８
８１

０
１１
４

１８
６

６０
５８

９４
３

２
，０
６９

１
，７
１４

８２
，２
７２

１９
４３

５０
，９
０４

１４
，５
１１

９
，４
９１

４７
２

３８
９

１
，０
４８

６９
２
，９
２８

２
，７
５３

１
，６
０６

８４
，５
１１

１９
４４

４４
，４
８８

８
，２
７２

７
，８
６１

９１
７

３７
８

１９
０

８７
４

３０
２

１
，７
６７

３７
４

３
６５
，１
７７

１９
４５

１０
，２
９４

１
，４
１０

１
，５
３０

４９
１３
，２
８６

紙
・
パ
ル
プ
及
び
紙
製
品

（
紙
・
紙
製
品
・
書
画
・
書
籍
及
び
印
刷
物
）

１９
４２

４１
，２
４３

３１
，６
５１

５６
，６
２７

１７
７

９３
３８

３７
２２
７

７
３５
８

６
，９
２７

４
，３
４９

１４
１
，７
５５

１９
４３

３９
，２
９４

２３
，２
８６

７２
，０
６０

８４
１

２１
９

４０
４

５７
０

１
，２
４６

８９
２
，３
２３

２
，９
８５

５
，８
７４

１４
９
，２
３４

１９
４４

３１
，０
７８

１５
，５
２４

８４
，１
７７

１３
３

４２
７

６８
０

１
，２
１５

２
，９
６１

１１
９

２
，６
５６

２
，４
２９

６５
６

１４
２
，０
６３

１９
４５

８
，４
０２

２
，７
６０

２３
，５
５５

３３
３１
９

１
，０
９０

３６
，４
２０

鉱
物
及
び
同
製
品

（
土
石
類
・
鉱
物
及
び
同
製
品
）

１９
４２

４
，４
３４

５
，５
９８

２
，７
０７

３４
０

０
２１
６

５０
１３
，７
７４

１９
４３

２
，７
４９

２
，８
６９

３
，１
５５

８６
２２

２９
１１

４
２８
０

４５
１

１１
４

１０
，０
５６

１９
４４

４
，７
１８

４
，３
２６

３
，５
７６

１５
８

２６
９５

９３
６１
４

９
４４
６

３５
３

１８
７

１４
，６
１０

１９
４５

９１
０

１
，９
１６

３７
７

１３
８

３
，３
４２

陶
磁
器
及
び
硝
子
類

（
陶
磁
器
・
硝
子
及
び
硝
子
製
品
）

１９
４２

１９
，１
７６

７
，８
０２

１５
，７
３３

１０
５

９０
１０
６

２８
６９
８

２
，２
９２

１
，２
４６

４７
，２
９２

１９
４３

７
，４
５０

６
，０
１６

９
，８
０６

７
３０
１

５０
２

６５
３９
０

１１
３

１
，８
１３

２
，０
９２

１
，８
８０

３０
，４
６５

１９
４４

４
，３
５６

２
，９
１１

１０
，６
３０

８１
２３
２

５５
４

５２
９

８
４６
０

７９
０

９８
２０
，６
５７

１９
４５

６１
８

４６
２

１
，１
０２

４２
１

２
，６
０６

鉱
及
び
金
属
・
金
属
製
品

（
金
属
及
び
同
製
品
）

１９
４２

５２
，９
０５

４３
，５
４０

２４
，４
１３

１
６９

１４
３

４
１２

９７
８

１１
，９
７３

４
，５
５７

１５
８
，６
２８

１９
４３

３０
，５
８４

２７
，７
３５

２９
，０
５４

１０
０

５４
０

４６
３

１３
０

５７
９

５２
２
，６
７６

７
，４
０９

４
，５
９５

１０
３
，０
４７

１９
４４

１８
，１
７３

１８
，１
１１

２６
，６
１４

１３
１４
２

２
，５
０７

２
，２
６７

２
，９
０５

２２
７

２
，２
４４

１
，０
４９

２１
９

７４
，４
９４

１９
４５

３
，６
９１

３
，１
２９

１１
，８
１９

４８
１

８２
５

２３
７

４９
１１

２０
，２
４９

時
計
・
学
術
器
・
銃
砲
・
船
・
車
及
び
機
械
類

（
科
学
機
器
・
楽
器
・
銃
砲
・
電
気
機
器
・
車
両
・

航
空
機
・
船
舶
及
び
機
械
類
）

１９
４２

１３
８
，９
９５

８１
，０
５１

１２
５
，１
０９

５
１２
１

２１
７

１５
８

６
１
，９
４３

６
，２
８４

６
，５
２９

３６
０
，５
０７

１９
４３

１０
１
，２
７２

６０
，４
７４

１２
７
，１
５１

４７
４
，９
９７

４
，５
４３

３
，１
７５

１１
，７
１７

１
，０
４０

１２
，０
７８

９
，４
６８

１１
，７
５２

３４
７
，７
０９

１９
４４

７４
，４
７６

６１
，２
５１

１１
５
，０
７６

２
，３
２３

９
，６
６７

１８
，６
２６

１８
，１
８９

３
，４
１６

２６
，７
１６

３
，４
１４

３
，４
６５

３３
６
，６
４４

１９
４５

２８
，９
４５

１１
，８
１８

４３
，１
５１

１
，０
５６

２
，３
４４

１０
９

３
，７
９０

１１
２

１
，１
１５

９２
，４
４９

雑
品

（
前
各
項
以
外
の
物
品
）

１９
４２

７０
，４
６９

３３
，９
５９

７０
，７
３６

１１
１１
９

０
１２
８

１２
８

６４
５４
６

３
，９
４５

１
，２
４６

１８
１
，４
７５

１９
４３

６０
，０
３４

２７
，１
１６

５７
，７
９４

８７
８２
３

４１
９

２３
６３
９

９７
２
，０
５５

３
，６
２８

１
，９
７３

１５
４
，８
１８

１９
４４

３２
，１
７４

８
，４
５９

３１
，３
４９

１９
５

１８
１

８５
１９
９

２９
６７
３

４１
２

７０
７３
，８
３７

１９
４５

７
，９
１８

１
，１
６３

４
，９
２５

６６
１４
，０
７６

出
典
：
『
日
本
外
国
貿
易
年
表
』
昭
和
１８
年
（
上
），
昭
和
１９
年
～
２３
年
（
上
）

（
備
考
）

①
分
類
の
（
）
は
昭
和
１９
年
～
２３
年
（
上
）
の
表
記

②
昭
和
１８
年
上
の
「
鉱
及
び
金
属
」
と
「
金
属
製
品
」
を
合
算
し
て
「
金
属
及
び
同
製
品
」
に
連
続
さ
せ
た
。

③
昭
和
１８
年
上
の
「
植
物
及
び
動
物
」「
穀
物
穀
粉
澱
粉
類
及
び
種
子
」「
皮
毛
骨
角
歯
牙
甲
殻
類
及
び
同
製
品
」
を
合
算
し
て
昭
和
１９
～
２３
年
上
の
「
動
植
物
・
動
植
物
産
品
及
び
同
製
品
」
に
連
続
さ
せ
、
全
体
を
「
穀
物
・
動
植
物
産
品
・
皮
毛
骨
角
類
」
と
し
た
。
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出額と比較するとその低落ぶりは一層目を引

く。

石炭・コークス・セメントの輸出はどの地

域ともそれほどではない。満州へのコークス

輸出は鞍山の日鉄に供給されたものであろう。

最後に鉄をみよう。ここでいう鉄とは，

『貿易年表』の分類では，塊・錠・條・竿・

レール・板・線状の製品になる以前の，加工

しない製品をさす。先の表１の貿易（交易）

計画では，鉄（素材）は４１年こそ満・関の比

率が高いものの，４３・４４年は圧倒的に中国向

けであったが，表５ではどちらかといえば満・

関向け輸出のほうが大きい。また４４年では４３

年を大きく上回る輸出額が記録されているこ

とは注目される。また甲地域にも表１ではほ

とんど計画されていなかった鉄の輸出がみら

れる。

鉄製品で注目すべきは，表１の機械及び同

部品の内訳である。この項目は，同表では金

額的には最大であり，しかも４４年度まで満・

関や中国のみならず甲・乙地域にも輸出が計

画されているが，その内訳までは原表に記載

されていない。そこで，『貿易年表』によっ

てその内容を細かく検討してみよう。

まず『貿易年表』では，これらの機械類は

「時計・学術器・銃砲・船・車及び機械類」

（４４・４５年は「科学機器・楽器…及び機械類」）

に入る（表３）。この機械類を用途別にまと

めて１９４２～４４年の輸出額をみたのが表５であ

る。同表によれば，機械類のうち，比較的輸

出金額が大きいものから区分していくと，鉄

道機関車や自動車，自転車等の輸送機械，旋

盤，フライス盤，研磨盤，電気溶接機等の金

属加工機械，電気・音響・通信機械，紡績機

械にまとめられ，さらにボイラーや内燃機関

等の動力装置が加わる。このうち，資源開発

のための生産手段あるいは生産資材としての

性質をもつものは，鉄道機関車や車両，電気

機械，自動車，紡績・織布機，金属工機械，

汽罐（ボイラー），ポンプ，起重機，汽船，

木工機械，内燃機関，昇降機（リフト），そ

して「その他機械」であろう。

さらにこれらの主要機械の輸出先を見たの

が表６である。機関車や貨車が圧倒的に満・

関と中国向であるのは，船腹の激減による貨

物の陸送転嫁がその背景にあることはいうま

でもない。金属工機械は４４年まで輸出が続き，

特に甲地域には満・関をしのぐ輸出額が記載

されている。自動車と紡績機も同様にほぼす

べての地域に４４年まで輸出されているが，特

表４ 共栄圏地域への物動物資輸出額 （１，０００円）

１９４３ １９４４

満州・関東州 中国 甲地域 乙地域 満州・関東州 中国 甲地域 乙地域

米 １７８ ３４４ ０

小麦粉 ５，８３５ ５，４８１ ６ １２，６０３ ３，４９２

砂糖 ２，７３８ ５６８

麦芽 ８４７ １４８ ２７８ ４９２ １，２０５ １４９ ５１ ５４

綿織物 ４９，１２３ １４，０８８ ２０，９４９ ３７，４７７ ３２，８９３ ３８７ ９，６１５ ２，７８５

人絹織物 １３，４６３ ５，３８４ １２，８４３ ９，５６５

スフ織物 ６，７１６ １，１８４ １，２９６ ３，３５８

人造繊維織物 ２７，４１９ １，１６７ ５，１９３ ２，３８４

石炭 １２９ ４４ ９ ２５９

コークス ５７３ ０ ８６ ８ １４４ ０ ５８

セメント ８８ ３４６ １３５ １２８ ２５ ５９ １６

鉄 ２１，１７０ １１，３１２ ７２４ １，８６１ ３６，２８４ ２６，６１４ １０，３０５ １，２６８

出典：『日本外国貿易年表』昭和１８年（上），昭和１９～２３年（上）

北 星 論 集（経） 第５０巻 第１号（通巻第５８号）

― 12 ―



に紡績機にいたっては，甲地域では年を追う

ごとに輸出額が増大し，４４年に最高額を記録

している。

表５の最下段にある「その他機械」は，１９４２

年は『年表』（昭和１８年，上巻）の「その他

機械」と一括して記載されている金額を記入

し，４３・４４年は『年表』（１９～２３年，上巻）

の「科学機器・楽器・銃砲・電気機器…機械

類」にある個別商品を，機関車から扇風機ま

での項目についてはそれに該当するものを各

欄にあてはめ，それ以外のものを「その他機

械」に含めた。

また「その他機械」に入るものを挙げると，

試錐機，切炭機，運鉱器，選炭機，砕鉱機，

表５ 機械類輸出 （１，０００円）

１９４２ １９４３ １９４４ １９４５
鉄道機関車及び機関車用炭水車 ２７，００２ ３０，２４８ ２４，７２９ ３，２０４
鉄道客車及び貨車 ２４，０６１ １１，０５５ ４，２２２ ４６３
鉄道車両及び貨車部分品及び付属品 １０，２７９ ８，４４６ ４，９５１ ９９０
その他の車両部分品及び付属品 ７，４５２ ５，８９３ ７，７４９ １，８５３

鉄道機関車・車両及び部分品 計 ６８，７９４（１９．１） ５５，６４２（１６．０） ４１，６５１（１２．４） ６，５１０（７．０）
電動機及び発電機 １５，７０６ １４，６２７ １１，９７６ ３，０６３
変圧器 １４，６８７ ７，０６１ １，８３１ ８４４
配電盤 ３，２７６ １，８６６
開閉器 ３，３６０ ２，３０９ ５，４６６ ２，４８５
その他の電気機械 １３，０８９ ８，２６７

電気機械 計 ５０，１１８（１３．９） ３４，１３０ （９．８） １９，２７３（５．７） ６，３９２（６．９）
自動車 ５，４９４ ６，５２４ ４，６１０ １２３
自動車部分品及び付属品（シャーシ） １，２６５ １０９ ８５６
自動車部分品及び付属品（その他） １２，８８７ ２４，２０９ ８，１５９ ３，２２９
自動車用ゴムタイヤ及びインナーチューブ ３，１９５ ２，３４５ ７４８ ６８
その他の車両同部分品及び付属品 １５６ １３６

自動車及び部分品 計 ２２，９９７ （６．４） ３３，３２３ （９．６） １４，３７３ （４．３） ３，４２０ （３．７）
電信機 ４，０８２ ２，７６９ ７，９８０ ９４２
電話機（放送用） ３，９５９ ８，１３０ ３２９ ５７
電話機（部分品を含むその他） ４，６４３ ２，８６７
蓄音器 ４１１ ２３９ ６７
蓄音器用レコード ３，１７０ １，７１１ １，１５４ ７
その他の蓄音器・部分品及び付属品 ７３３ ６６７

音響通信機器 計 １６，９９８ （４．７） １６，３８３ （４．７） ９，５３０ （２．８） １，００６ （１．１）
紡績機 ９，６８６ １７，２１３ １８，５８２ ６，２６２
織布機 ６，８６２ ７，７０３ ２，８３９ １，２６１
メリヤス機械 ８９ ３２３ ４４９ １７５

紡織機 計 １６，６３７ （４．６） ２５，２３９ （７．３） ２１，８７０ （６．５） ７，６９８ （８．３）
金属工機械 計 １３，７８２ （３．８） １０，９６９ （３．２） １２，５５３ （３．７） １，０５１ （１．１）

自転車及び車体 ４，６７８ ３，０６２ ４４９ ３０２
自転車部分品（サドル） １９６ ３０７ ３ ６
自転車部分品（リム） ５２２ ４２６ ７５ ３
自転車部分品（フォーク・ハンドル） ２６７ ２８７ ９６ ２６
自転車部分品（スポーク・ハブ） ５２５ ２２８ ３７ ７
自転車部分品（ペダル・チェーン） １，３２０ ７９１ ９５
自転車部分品（泥除け） ９３ １０５
自転車用ゴムタイヤ及びインナーチェーン ５９３ ４６０ ９０
自転車部分品（その他） ３，５６８ ２，８７１ ７０３ ８６

自転車及び部分品 計 １１，７６２ （３．３） ８，５３７ （２．５） １，５４８ （０．５） ４３０ （０．５）
ボイラー １１，５３４ ９，６４９ ２，３３９ １，１９２
内燃機関 ４，３５２ ４，００８ ７，９０５ ６８５
ポンプ ８，４４０ ６，２４７ ４，７０４ １，６４７
起重機 ９，０７８ ６，５５２ １，５０６ ６７６
木工機械 ９４９ ３，２３６ ５，４０８ ４
印刷機械 ２，６１３ ２，０６４ ５２６ １２４
時計 １，５６１ ７６２ １０９ ５
電池 ２，６５６ ２，０６７ １，４１０ ８０
医療器 ４，３８５ ４，１３２
計量器・度量衡器 ８，０８４ ５，５０４ ５，０００ １，２４８
顕微鏡・双眼鏡・望遠鏡 ４，４６７ ６４８ ４４１ １５２
理化学器 ２，８５７ ３，２４０
写真器及び部品 ５５３ ２９５ １５９ ６４
その他の学術器 ５，９６３ ４，２７１ １，５８０ ３７４
人力車用ゴムタイヤ・部品 ３０１ ４０９
汽船 ４，５２１
ミシン ９４６ １，６６９ ５７１ ２５
信号機 ７２ ２００
昇降機 ２１６ ８６
扇風機 ８２５ １，２３７ ２，２３８ ４０２
楽器 ９８９ １，３９８ ９１
その他機械 ８４，３４０（２３．４） １０４，２４８（３０．０） １０８，５９３（３２．３） ２５，６５６（２７．８）

計 ３６０，５０７（１００．０） ３４７，７０９（１００．０） ３３６，６４４（１００．０） ９２，４４９（１００．０）

１９４４・４５年の金属工機械は、原表の電気溶接機・旋盤・フライス盤・研磨盤・その他金属加工機械の合計額。

「大東亜共栄圏」期の日本の物資供給
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削岩機，コークス炉及び石炭乾留炉，バケッ

ト及びビグラブ，及びこれらの部品・付属品

としてまとめられる鉱山資源採掘用機械とそ

の部品，金属精錬炉，回転炉，金属溶融炉，

金属加熱炉とその部品，コンクリート混和機，

地均機，鎚機，浚渫機等の建設資材，軸受，

機械切削用刃物，金属圧延機，水圧機，電気

機器などである。またこれらの機械類のうち

輸出金額で圧倒的な地位を占めているのは電

気機器であり，同表の１９４３・４４年における

「その他機械」の輸出額１０８，５９３千円，２５，６５６

千円のうち５４，０２０千円，１６，０１０千円と約半額
（１９）

にも上っている。

おそらくこれらの諸機械は，１９４３年の「要

綱」がいう「生活必需品工業の現地培養」政

策の遂行と関連するのみならず，多種多様な

資源開発とその輸送に充当されたと考えられ

る。これを裏付けるように，同年７月の「南
（２０）

方経済対策（改訂版）」では，紡績業，機械

工業，造船，電力，アルミニウム製錬，電気

機械の修理，麻工場，ゴム製品，製紙，印刷，

燐寸，食料品，煙草，電球，セメント等多様

な工業の担当企業と接収した工場の委託経営

企業が指名されている。

おわりに

以上きわめて簡単に「大東亜共栄圏期」の

日本の物資輸送の計画と実態を検討してきた。

物動計画の一環をなす貿易（交易計画）で

は，１９４３年度まで小麦粉や砂糖が満・関と中

国に，化学薬品，綿織物，鉄（素材），鉄製

品及び機械類の４種類は，４４年度まで中国に

限らず南方にまで輸出が計画されていた。ま

た共栄圏内では，工業製品の大部分は日本か

らの供給に依存していたが，米はタイ，仏印

やビルマ，そして砂糖は蘭印から満・関や中

国の輸出が計画されていた。

実際の輸出では，米・小麦粉・砂糖は満・

関と中国に輸出されていたが，綿織物とその

代用品である人絹とスフ織物は，計画にはな

かった甲・乙地域にまで輸出され，鉄や金属

製品，そして機械類も同様に４４年まで輸出が

継続された。また資源開発を行なうための機

械類は日本が供給し，その種類は，鉱山開発

用諸機械と電気機器をはじめ，機関車や車両，

自動車や自転車などの輸送機械にまで及んだ。

このことは，何らかの形で戦時経済の末期ま

で資源開発，経済開発が試みられたことを裏

付けている。しかし，満州，中国，そして東

南アジアにおいてかかる経済開発を担った現

地企業の活動の実態と工業化の到達点，特に

中国占領地における資源開発の実態を明らか

にする作業は今後の課題である。

〔注〕

（１）『史料集 南方の軍政』（東雲新聞社，１９８５

年）１２９～１３０頁。

表６ 主要機械の輸出先と金額 （１，０００円）

１９４２ １９４３ １９４４

満州・関東州 中 国 甲地域 乙地域 満州・関東州 中 国 甲地域 乙地域 満州・関東州 中 国 甲地域 乙地域

鉄道機関車 １５，５４２ １１，４２５ ３４ １３，００５ １５，４３９ ４０ １，７６２ １５，２３６ ８，２７９ ２３５ ９７２

鉄道客車及び貨車 １０，４８５ １３，５７４ １，００２ ９，００４ １，０４７ １，４１６ ２，７０２ ８２ １６

金属工機械 ９，６７５ ３，８８７ ６ ２１１ ６，９１２ １，９００ １，４９６ ６５７ ３，３７０ ９２７ ４，９３５ ２１

自動車 ３，４２１ ７９９ １，２７３ ２，６１５ １，１４９ ２，１７２ ２７７ ４１５ １，８７１ ２，０６７ １９６

紡績機 ３，７５１ ５，８７４ ３１ ２８ ４，１３１ ９，０１４ ３，９１９ １４３ ９，４１９ １，３５４ ６，２１８ １，５８８

その他機械 ５６，５７２ ２４，７００ ５４ ３，０１１ ４６，３２６ ３４，８４９ １８，２４４ ４，３０４

計 ９９，４４６ ６０，２５９ １，３６４ ３，２８４ ７３，９９１ ７１，３５５ ２５，８７１ ８，１９０ ２９，８５６ １５，１３３ １３，５３７ ２，７９３

出典：『日本外国貿易年表』昭和１８年（上），昭和１９～２３年（上）
（備考）
１９４４年の「その他機械」は，その分類が４２・４３年度と合致するかどうか不明なので空欄にした。
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（２）同上書，１３１頁。

（３）「南方占領行政実施要領」第２ 要領（前掲

『史料集 南方の軍政』９１頁）。

（４）同上書，１７６～１７７頁。

（５）原朗「「大東亜共栄圏」の経済的実態」

（『土地制度史学』７１号 １９７６年）

（６）企画院「昭和十六年度対満支輸出入計画

綱領」（昭和十六年九月十五日）（アジア

歴史資料センター，A０３０２３６０６２００）。
（７）企画院「昭和十八年度交易計画ノ策定ニ

関スル件」（案）（A０３０２３６１０５００）。
（８）交易協議会決定「昭和十九年度交易計画

策定ニ関スル件，」（昭和十九年五月二十

日）（A０３０２３６０８０００）。
（９）当時の「開発物資」とは，普通鋼鋼材，

普通銑，電気鋼，屑鋼，鉛，亜鉛，錫，

アンチモン，水銀，高級アルミニウム，

石綿，黄麻，屑ゴム，有煙炭，セメント，

カーバイド，米を指す（「昭和１７年対南方

輸出計画に関する件」C０１０００３３２２００）

（１０）『日本外国貿易年表』昭和１８年（上）の輸

出入の品別は，①植物及び動物，②穀物

穀粉澱粉類及び種子，③飲食物及び煙草，

④皮毛骨角歯牙甲殻類及び同製品，⑤油

脂蝋及び同製品，⑥薬剤，化学薬，製薬，

その他調合品及び爆発薬，⑦染料，顔料，

塗料及び顛充料，⑧糸縷縄索及び同材料，

⑨布帛及び同製品，⑩衣類及び同附属品，

⑪紙，パルプ及び紙製品，⑫鉱物及び同

製品，⑬陶磁器及び硝子類，⑭鉱及び金

属，⑮金属製品，⑯時計，学術器，銃砲，

船車及び機械類，⑰雑品，の１７分類となっ

ている。

（１１）岩武照彦『南方軍政下の経済施策』上巻

（汲古書院，１９８１年）１３０頁。

（１２）「八月分対日期待物資に関する件」（C

０１０００８５８３００）

（１３）「十一月分対日期待物資輸送請求の件」（C

０１０００７９１３００）

（１４）「十二月分対日期待物資輸送請求の件」（C

０１０００８４２５００）

（１５）『日本外交年表竝主要文書』下，５６２頁。

（１６）『史料集 南方の軍政』（１９８５年），１３１頁。

（１７）同上書，２８１頁。

（１８）同上書，２７７頁。ちなみに，マンガン鉱は

鋼生産の際の脱酸や浄化剤，特殊鋼の原

料として用いられ，クロームは，ニッケ

ルとともに，機械の主要部，砲身，防弾

甲鋼板用素材等の構造用特殊鋼としての

クローム鋼の原料となる。またタングス

テンは，高速度鋼（旋盤用），甲鉄板の他，

電気接触材，電極等にも使用され，いず

れも兵器の素材として重要である。

（１９）これらの共栄圏への機械輸出は，１９３０年

代の日本の植民地への機械輸出力を前提

としている。１９３０年代の日本の機械輸出

を含む資本財輸出の特徴については，堀

和生『東アジア資本主義史論』Ⅰ（ミネ

ルヴァ書房，２００９年）第６章を参照。

（２０）大東亜省連絡委員会第１部会決定，１９４３

年７月３１日現在。（B０８０６０３９８８００）

「大東亜共栄圏」期の日本の物資供給
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［Abstract］

The Export of Military Resources by Japan
in the Asia�Pacific War

Hirokazu HIRAI

From１９４１ until １９４５，during the Asia�Pacific War，Japan had several projects to ex-
port military resources to Manchuria，China，and South�east Asia，the so�called Dai�toa�
kyo�ei�ken constructed by Japan to obtain mineral resources．At the beginning of the war，

Japan did not intend to export military resources such as daily necessities and specialized

machinery； therefore，the Japanese forces had to obtain these resources on the spot．But

in １９４３ as the war situation worsened，Japan changed these plans and began to export

material and to develop local industries to supply everyday necessities．Concretely， it

planned to export rice，wheat flour，cotton textiles，iron，metal goods，and machinery in-

cluding steam locomotives，electric machinery，automobiles and machine tools．The great-

est part of these items was exported to Manchuria and China．This increased the impor-

tance of the economic relationship of Japan and China，including Manchuria．But in １９４４，

one year before the Japanese defeat，Japan exported only iron，cotton textiles，and ma-

chinery．This machinery was used by Japanese industry in those areas，and it promoted

industrialization．

Key words： East Asia Economic Block，Asia�Pacific War（Dai�toa�kyo�ei�ken），

Resources Mobilization Project，Resources
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